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こんにちは。鈴木	拓です。
「総合実用英文法講座」をご利用いただきありがとうございます。

本講座のサンプルをご覧いただきありがとうございます。

今号は問題の解答と解説です。

■1.	彼女は赤い本を買いました【過去形】
（book/red/buy/a）

S：彼女
V：買いました

.　	S　　	V
│She	│bought│
└──┴─┬─┘
.	　　　　SP?

buyは第２、４文型のリストになかったですし、
「〜を買う」と言えるので、第３文型と判断します。

第３文型

O：赤い本

これは、

┌─────┐┌─────┐┌─────┐
│　　　　　││　　　　　││　　　　　│
│　限定詞　││　形容詞　││　	名詞	　│
│　　a					││　	red		　││　	book　	│
│　　　　　││　　　　　││　　　　　│
│　　　　　││　　　　　││　　　　　│
└─────┘└─────┘└─────┘

という３語ですが、これで１つの名詞ブロックとなり、

┌────┬──────┳━━━━━┓
│　　　　│　　　　　　┃　　　　　┃
│　　　┌┘　　　　　┏┛　　　　　┃
│　a	　│　　red					┃　　book		　┃
│　　　└┐　　　　　┗┓　　　　　┃
│　　　　│　　　　　　┃　　　　　┃
└────┴──────┻━━━━━┛

Oに入れることができます。



.　	S　　　V　　　　O
│She	│bought│a	red	book│
└──┴─┬─┴─────┘
.	　　　　SP3

これで完成となります。

【答え】She	bought	a	red	book.

■2.	リチャードは例外的に良い選手だ。
（be/exceptionally/Richard/a/good/player）

S：リチャード
V：だ

.　　S　　　V
│Richard	│is│
└────┴┬┘
.	　　　　　SP?

be動詞は第２文型のリストにあり、「〜だ」「〜である」という意味なので、
第２文型です。

第２文型

C：例外的に良い選手

これは

┌─────┐┌────────┐┌─────┐┌─────┐
│　　　　　││　　　　　　　　││　　　　　││　　　　　│
│　限定詞　││　			副詞	　　　││　形容詞　││　	名詞	　│
│　　an				││	exceptionally　││　	good	　││　player		│
│　　　　　││　　　　　　　　││　　　　　││　　　　　│
│　　　　　││　　　　　　　　││　　　　　││　　　　　│
└─────┘└────────┘└─────┘└─────┘

という４語ですが、これで１つの名詞ブロックとなり、

┌────┬────────┬─────┳━━━━━┓
│　　　　│　　　　　　　　│　　　　　┃　　　　　┃
│　　　┌┘　　　　　　　┌┘　　　　┏┛　　　　　┃
│　an　│　exceptionally	│　	good			┃　　player　┃
│　　　└┐　　　　　　　└┐　　　　┗┓　　　　　┃
│　　　　│　　　　　　　　│　　　　　┃　　　　　┃
└────┴────────┴─────┻━━━━━┛

Cに入れることができます。

.　　S　　　V　　　　C
│Richard	│is│an	exceptionally	good	player│
└────┴┬┴──────────────┘
.	　　　　　SP2

これで完成となります。



【答え】Richard	is	an	exceptionally	good	player.

■3.	これらの子供たちは彼らの祖父母に素晴らしいプレゼントを渡した【過去形】
（grandparent/child/present/hand/wonderful）

S：これらの子供たち
V：渡した

.　　　S　　　　　　V
│These	children│handed│
└───────┴─┬─┘
.	　　　　　　　　　SP?

handは、第４文型のリストにあります。

第４文型

O1：彼らの祖父母
O2：素晴らしいプレゼント

.　　　　S　　　　　V　　　　　　O1　　　　　　　　　O2
│These	children│handed│their	grandparents│wonderful	presents│
└───────┴─┬─┴─────────┴─────────┘
.	　　　　　　　　　SP4

これで完成となります。

【答え】These	children	handed	their	grandparents	wonderful	presents.

■4.	奇妙なほど背の高い男が来た【過去形】
（man/strangely/a/tall/come）

S：奇妙なほど背の高い男
V：来た

Sは

┌─────┐┌──────┐┌─────┐┌─────┐
│　　　　　││　　　　	　	││　　　　　││　　　　　│
│　限定詞　││　		副詞		　││　形容詞　││　	名詞	　│
│　　a					││	strangely		││　	tall	　││　	man				│
│　　　　　││　　　　　　││　　　　　││　　　　　│
│　　　　　││　　　　　　││　　　　　││　　　　　│
└─────┘└──────┘└─────┘└─────┘

と４語ですが、１つの名詞ブロックになります。



┌────┬──────┬─────┳━━━━┓
│　　　　│　　　　　　│　　　　　┃　　　　┃
│　　　┌┘　　　　　┌┘　　　　┏┛　　　　┃
│　a	　│　strangely	│　	tall			┃　　man	　┃
│　　　└┐　　　　　└┐　　　　┗┓　　　　┃
│　　　　│　　　　　　│　　　　　┃　　　　┃
└────┴──────┴─────┻━━━━┛

Sに入れることができて、

.　　　　　S　　　　　　	V
│A	strangely	tall	man│came│
└──────────┴┬─┘
.	　　　　　　　　　　　SP?

comeは第２、４文型のリストにはなく、
「〜を来る」とは言わないので、第１文型。

第１文型は、SVで終わりなので、これで完成です。

.　　　　　S　　　　　　	V
│A	strangely	tall	man│came│
└──────────┴┬─┘
.	　　　　　　　　　　　SP1

【答え】A	strangely	tall	man	came.

■5.	ナオミはどの質問もたずねていない【現在完了形】
（any/Naomi/ask/question）

S：ナオミ
V：たずねていない

.　　S　　　　　V
│Naomi	│has	not	asked	│
└───┴───┬───┘
.	　　　　　　　SP?

askは第４文型のリストにあるのですが、
目的語が「どの質問」の１つしかない。

第４文型の動詞は、すべて第３文型でも使用可能。

今回は第３文型として使用します。

第３文型

O：どの質問も

.　　S　　　　　V　　　　　　　O
│Naomi	│has	not	asked	│any	question│
└───┴───┬───┴──────┘
.	　　　　　　　SP3

これで完成となります。



【答え】Naomi	has	not	asked	any	question.

■6.	佐藤さんの息子は私に彼のスマートフォンを貸してくれた【過去形】
（Ms.	Sato/lend/son/smartphone）

S：佐藤さんの息子
V：貸してくれた

.　　　S　　　　	　V
│Ms.	Sato's	son│lent│
└───────┴┬─┘
.	　　　　　　　　SP?

lendは第４文型のリストにあり、
今回は目的語も２つ置くので、第４文型として使用。

第４文型

O1：私
O2：彼のスマートフォン

.　　　　S　　　　　V　	O1　　　O2
│Ms.	Sato's	son│lent│me│his	smartphone│
└───────┴┬─┴─┴───────┘
.	　　　　　　　　SP4

これで完成となります。

【答え】Ms.	Sato's	son	lent	me	his	smartphone.

■7.	リサの話は本当によく聞こえる。
（nice/story/really/Lisa/sound）

S：リサの話
V：聞こえる

.　　　S　　　　　V
│Lisa's	story│sounds│
└──────┴─┬─┘
.	　　　　　　　　SP?

soundは第２文型のリストにあります。

第２文型

C：本当に良い

これは、



┌─────┐┌─────┐
│　　　　　││　　　　　│
│　	副詞	　││　形容詞　│
│　really		││　	nice	　│
│　　　　　││　　　　　│
│　　　　　││　　　　　│
└─────┘└─────┘

の２語ですが、合体して、

┌──────┳━━━━━┓
│　　　　　　┃　　　　　┃
│　　　　　┏┛　　　　　┃
│　really　┃　　nice		　┃
│　　　　　┗┓　　　　　┃
│　　　　　　┃　　　　　┃
└──────┻━━━━━┛

と１つの形容詞になり、Cに入れることができます。

.　　　　S　　　　V　　　　C
│Lisa's	story│sounds│really	nice	│
└──────┴─┬─┴──────┘
.	　　　　　　　　SP2

これで完成です。

【答え】Lisa's	story	sounds	really	nice.

■8.	あの男は歴史的人物になった【過去形】
（man/historical/become/a/figure）

S：あの男
V：なった

.　　　S　　　V
│That	man│became│
└────┴─┬─┘
.	　　　　　　SP?

becomeは第２文型のリストにあり、第２文型です。

第２文型

C：歴史的な人物

.　　　S　　　V　　　　　　C
│That	man│became│a	historical	figure	│
└────┴─┬─┴──────────┘
.	　　　　　　SP2

これで完成となります。

【答え】That	man	became	a	historical	figure.



■9.	私は自分の昔の家を売ってしまった【現在完了形】
（old/sell/house）

S：私
V：売ってしまった

.　S　　　V
│I	│have	sold	│
└─┴──┬──┘
.	　　　　SP?

sellは第４文型のリストにありますが、
目的語が「自分の昔の家」だけ。

第４文型の動詞はすべて第３文型でも使えるので、
第３文型として使用します。

第３文型

O：自分の昔の家

.　S　　　V　　　　　O
│I	│have	sold	│my	old	house│
└─┴──┬──┴──────┘
.	　　　　SP3

これで完成となります。

【答え】I	have	sold	my	old	house.

■10.	私の情熱的な先生は私に本当に価値のある教訓を教えてくれた【過去形】
（lesson/teach/a/passionate/valuable/teacher/really）

S：私の情熱的な先生
V：教えてくれた

.　　　　　S　　　　　　　　V
│My	passionate	teacher	│taught│
└───────────┴─┬─┘
.	　　　　　　　　　　　　　SP?

teachは第４文型ですし、
今回は目的語が２つあるので、第４文型として使用します。

第４文型

O1：私
O2：本当に価値がある教訓

O2は、



┌─────┐┌─────┐┌──────┐┌─────┐
│　　　　　││　　　　		││　　　		　　││　　　　　│
│　限定詞　││　	副詞	　││　	形容詞　	││　	名詞	　│
│　　a					││		really		││　valuable		││　lesson		│
│　　　　　││　　　　		││　　　　　　││　　　　　│
│　　　　　││　　　　　││　　　　　　││　　　　　│
└─────┘└─────┘└──────┘└─────┘

と４語ですが、１つの名詞ブロックになります。

┌────┬─────┬──────┳━━━━━┓
│　　　　│　　　　　│　　　　　　┃　　　　　┃
│　　　┌┘　　　　┌┘　　　　		┏┛　　　　　┃
│　a	　│　really		│　valuable		┃　　lesson　┃
│　　　└┐　　　　└┐　　　　		┗┓　　　　　┃
│　　　　│　　　　　│　　　　　　┃　　　　　┃
└────┴─────┴──────┻━━━━━┛

これをO2に入れて、完成です。

.　　　　　S　　　　　　　　V　　	O1　　　O2
│My	passionate	teacher	│taught│me│a	really	valuable	lesson│
└───────────┴─┬─┴─┴────────────┘
.	　　　　　　　　　　　　　SP4

【答え】My	passionate	teacher	taught	me	a	really	valuable	lesson.

第２号の内容は以上となります。

今後も英語学習のお役に立てればと思っておりますので、
何卒よろしくお願いいたします。


